
岩木地区地域おこし協力隊

活動成果報告会



 太田 歩
2021年～、岩木地区地域おこし協力隊 第２期隊員。

北海道出身。弘前大学卒業後上京、NPO法人アートイン

Asibinaで劇団制作。社会教育士。

「演劇ユニット一揆の星」制作。舞台制作と演劇教育ファシリ

テーターの2本柱で活動している。



どうして 弘前へ？



弘前との出会い

弘前劇場、弘前オペラ…

その他様々な表現者たち

弘前の演劇に触れて

地域の人々に育ててもらった

3年間

民俗学との出会い

「弘前、いいところだった」

が、運命の一言。

妹の修学旅行



もう一度、弘前へ

消えていく

舞台芸術の現場

コロナ禍

ひとつの夢を叶えたあとに

演劇を仕事にする

秋田、八戸、東京…

どこにいても想うのは

弘前

いつか「帰りたい」



はじめて岩木地区で

暮らしてみて



 岩木で、
演劇で、
私に何ができるだろう



演劇の機能
文化機能

娯楽機能

経済機能

教育機能

政治機能

たのし∼い！

泣ける！！

表現の追求

他分野への影響

演劇に関わる施設・人々

周辺環境への波及効果

子どもの教育

人生の意味の問い直し

望ましい事態を

表現し、実現を目指す

桃山学院大学社会学部 宮本孝二「演劇の社会学の展開（１）」２００２年



 「演劇教育」ならできる

イギリスで生まれた応用演劇のひとつ。

一般的な演劇と違い、上演を目的としない参加型の演劇

です。台本も練習も必要なく、ゲーム感覚で取り組むこ

とができます。

想像する、話す、演じる、協力する、創作する…といっ

た演劇的な要素を盛り込んだ表現活動を通じて、学習な

ど演劇以外の目的をグループで達成。

コミュニケーション能力、自己肯定感、チームワーク力

、創造性、探求心、共感性など「非認知能力」の育成に

役立つと言われています。



おおよそ月に一回、岩木児童センターで表現活動で遊ぶ時間を

提供。プログラム作りに苦戦しながらも、ここで研鑽を積む。



鳴海要記念陶房館
常設展示品の鑑賞と、鳴海要先生のカップを用いたお茶の時間

を組み合わせた「モノ語り」や、岩木出身の絵本作家・ささや

すゆき先生の絵本原画展に合わせた「メェメェさんの人形劇場

」など複数回のワークショップを実施。



岩木地区社会福祉協議会



ゆめみるこぎん館
古作こぎんに触れ、こぎん刺しの文化があった江戸末期～明治

初期の女性の一生を人形劇スタイルで体験するワークショップ

を実施。県外からも参加者が。



 学校での「演劇教育」

常盤野小学校では「ドラマのじかん」として実施。

津軽中学校でも道徳の授業で実施。

そのほか、地域を飛び出して北辰中学校にお招きいただ

いたり、弘前れんが倉庫美術館の美術鑑賞支援として裾

野中学校の２年生に対してワークショップを実施しまし

た。



呼吸するように、表現を楽しむ場を作る。

子どもも大人も、心豊かに暮らせるように。

今が楽しければ、楽しい未来が想像できる。

想像できることは、創造できる。

古くて新しい、

懐かしいけど驚きに満ちた

明日の岩木のために。



ワークショップスキルを使って…

10代まちづくりチーム
C'mon（カモン）
岩木みらい会議からスピンオフ。岩木みらい協議会の中に岩木地区

出身・在住の10代を中心としたまちづくりチームのC'monが結成

されました。総務課・同期協力隊とともに運営をする中で、主にフ

ァシリテーターを担いました。



演劇ユニット 一揆の星

青森県弘前市を拠点として2022年に結成された演劇ユニット

。岩木文化協会所属。「地域でつくる、地域と作る、地域を創

る」を合言葉に、津軽の「今」を生きる人々を描く現代劇を創

作・上演。様々な世代との演劇ワークショップも手がける。



演劇ユニット 一揆の星
駒越物語プロジェクト

「駒越・百年の交差点」



小劇場演劇の
1つの公演に掛かる予算は
180万～300万円

演劇を「演劇作品」だけで終わらせるのは、もったいなさ過ぎる



 地域コミュニティ
への参加

観客が作品の鑑賞を通して地域を知る。

行きたくなる。もっと知りたくなる。

…⇒地域を見つめる

私たち自身が地域に入る。地域を知る。地域を好きになる。







駒越・百年の交差点























退 任 後 は …



３年間、お世話になりました！


